
𝐴 = 𝑡𝐴  
転置不偏性 

𝑎 𝑏 𝑐
𝑑 𝑒 𝑓
𝑔 ℎ 𝑖

= 𝑎𝑐𝑖 + 𝑏𝑓𝑔 + 𝑐𝑑ℎ − 𝑐𝑒𝑔 − 𝑎𝑓ℎ − 𝑏𝑑𝑖 

𝑎 𝑑 𝑔
𝑏 𝑒 ℎ
𝑐 𝑓 𝑖

= 𝑎𝑒𝑖 + 𝑑ℎ𝑐 + 𝑔𝑏𝑓 − 𝑔𝑒𝑐 − 𝑎ℎ𝑓 − 𝑑𝑏𝑖 

𝑎 𝑏 𝑐 𝑎 𝑏
𝑑 𝑒 𝑓 𝑑 𝑒
𝑔 ℎ 𝑖 𝑔 ℎ

 

𝑎 𝑏 𝑐 𝑎 𝑏
𝑑 𝑒 𝑓 𝑑 𝑒
𝑔 ℎ 𝑖 𝑔 ℎ

 

𝑎 𝑑 𝑔 𝑎 𝑑
𝑏 𝑒 ℎ 𝑏 𝑒
𝑐 𝑓 𝑖 𝑐 𝑓

 
𝑎 𝑑 𝑔 𝑎 𝑑
𝑏 𝑒 ℎ 𝑏 𝑒
𝑐 𝑓 𝑖 𝑐 𝑓

 

𝐴 = 

𝑡𝐴 = 



𝐴 =

𝑎 𝑏 𝑐
𝑑 𝑒 𝑓
𝑔 ℎ 𝑖

= −
𝑑 𝑒 𝑓
𝑎 𝑏 𝑐
𝑔 ℎ 𝑖

= −

𝑑 𝑎 𝑔
𝑒 𝑏 ℎ
𝑓 𝑐 𝑖

 

𝑡𝐴 =

𝑎 𝑑 𝑔
𝑏 𝑒 ℎ
𝑐 𝑓 𝑖

= −

𝑑 𝑎 𝑔
𝑒 𝑏 ℎ
𝑓 𝑐 𝑖

 

行あるいは列を入れ替えると符号が反転 

転置 

交代性 



𝑎 + 𝑘𝑑 𝑏 + 𝑘𝑒 𝑐 + 𝑘𝑓
𝑑 𝑒 𝑓
𝑔 ℎ 𝑖

=

𝑎 𝑏 𝑐
𝑑 𝑒 𝑓
𝑔 ℎ 𝑖

+ 𝑘

𝑑 𝑒 𝑓
𝑑 𝑒 𝑓
𝑔 ℎ 𝑖

=

𝑎 𝑏 𝑐
𝑑 𝑒 𝑓
𝑔 ℎ 𝑖

 

𝑎 𝑏 𝑐
𝑎 𝑏 𝑐
𝑔 ℎ 𝑖

= −
𝑎 𝑏 𝑐
𝑎 𝑏 𝑐
𝑔 ℎ 𝑖

= 0 

𝑎 𝑎 𝑑
𝑏 𝑏 𝑒
𝑐 𝑐 𝑓

= −
𝑎 𝑎 𝑑
𝑏 𝑏 𝑒
𝑐 𝑐 𝑓

= 0 

𝑘𝑎 + 𝑙𝑠 𝑘𝑏 + 𝑙𝑡 𝑘𝑐 + 𝑙𝑢
𝑑 𝑒 𝑓
𝑔 ℎ 𝑖

= 𝑘
𝑎 𝑏 𝑐
𝑑 𝑒 𝑓
𝑔 ℎ 𝑖

+ 𝑙

𝑠 𝑡 𝑢
𝑑 𝑒 𝑓
𝑔 ℎ 𝑖

 

行列式のある行に別の行の𝑘倍を加えても、行列式の値は変わらない 

同じ行または列のある行列式の値は０になる 

行列式のある行（列）に𝑘倍すると行列全体に 
𝑘倍される 



1 5 4
0 3 −1
0 0 2

= 1 ∙ 3 ∙ 2 + 5 ∙ −1 ∙ 0 + 4 ∙ 0 ∙ 0 − 4 ∙ 3 ∙ 0 − 1 ∙ −1 ∙ 0 − 5 ∙ 0 ∙ 2 

     = 6 

上三角行列または下三角行列の行列式は、
対角成分の積になる 

𝑎 𝑏 𝑎+𝑏 

𝑐 

𝑑 

𝑐+𝑑 

① 

② 

③ 
④ 

⑤ 

⑥ ①
1

2
𝑎𝑐 

② 
1

2
𝑎𝑐 

③ 
1

2
𝑏𝑑 

④ 
1

2
𝑏𝑑 

⑤𝑏𝑐 
⑥ 𝑏𝑐 

平行四辺形の面積 

  𝑎 + 𝑏 𝑐 + 𝑑 − 𝑎𝑐 − 𝑏𝑑 − 2𝑏𝑐 = 𝑎𝑑 − 𝑏𝑐 

行列式
𝑎 𝑏
𝑐 𝑑

= 𝑎𝑑 − 𝑏𝑐は、 

ベクトル𝑥 =
𝑎
𝑐
とｙ =

𝑏
𝑑
を２辺とする 

平方四辺形の面積に等しい 
𝑥  

ｙ 



𝐴 =
2 1 3
0 2 4
1 0 5

の行列式の値を求めよ 

2 1 3
0 2 4
1 0 5

 

   ⇓    １行目と３行目を入れ替え 
1 0 5
0 2 4
2 1 3

 

   ⇓     ３行目＋１行目×ー２ 
1 0 5
0 2 4
0 1 −7

 

   ⇓     ２行目×
１
２

 

1 0 5
0 1 2
0 1 −7

 

   ⇓     ３行目＋２行目×ー１ 
1 0 5
0 1 2
0 0 −9

 

𝐴 =
2 1 3
0 2 4
1 0 5

 

  = −
1 0 5
0 2 4
2 1 3

 

    = −
1 0 5
0 2 4
0 1 −7

 

    = −2 ∙
1 0 5
0 1 2
0 1 −7

 

    = −2 ∙
1 0 5
0 1 2
0 0 −9

 

        = −2 ∙1 ∙1 ∙ −9 
        =18 

行あるいは列を入れ替えると符号が反転 

行列式のある行に別の行の𝑘倍を加えても、 
行列式の値は変わらない 

2行目の係数２を外に出す 

行列式のある行に別の行の𝑘倍を加えても、 
行列式の値は変わらない 

𝑨 × −𝟏 ×
𝟏

𝟐
= 1 ∙ 1 ∙ −𝟗 = −𝟗 

𝑨  =18 


